
2016年11月28日13名の市議にご出席い
ただき、第４回目の意見交換を行いまし
た。わたなべ美穂は毎回50ページ近い
資料を準備し、太宰府に関連する内容に
ついて説明しています。質疑応答後の意
見交換では市議の方々から更なる資料
要求があるなど、回を重ねるごとに充実
した内容になっています。

2016年10月6日、第１回わたなべ
美穂後援会主催「熊本・大分復興
支援チャリティーゴルフコンペ」
が開催されました。
経験のないわたなべ美穂が、か
ろうじてボールにあて笑いを誘っ
た始球式に始まり、最後まで楽
しい一日になりました。
皆様からお預かりした浄財10万
円は熊本を始め各地でボラン
ティア活動を行っている「日本九
援隊」に寄付させていただきま
した。
今年は議員も練習して参加か？

多くの市議会議員にご参加
いただきました！

あらっ！？
ボールはどこ？

市議会議員との意見交換会 140名を超すご参加、
ありがとうございました！熊本・大分復興支援

チャリティー
ゴルフコンペ

大盛況!!

２０１７年が皆様方にとって、良き年となりますよう心からお祈りいたします。
さて、一昨年皆様方の多大なご支援で、太宰府市初の女性県議会議員として
誕生させていただき、間もなく任期の半分終えようとしています。
この間、定例県議会７回の全てにおいて一般質問を行ってまいりました。子ども
たちの将来を見据えた教育問題をはじめ、社会福祉にかかわる問題や熊本・大
分震災に対する支援等々 、多岐にわたる問題を提起し、確実にその成果を上げ
ております。
地元においては各市議会議員との交流等積極的に行い、その中で皆様から貴
重なご意見を沢山いただいております。本当にありがとうございました。
本年も、市民の皆様との交流をさらに深めながら「市民のための県政」に努める
所存です。皆様のご健勝を祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。

わたなべ美穂後援会 会長 大藪善治

　日時／2017年3月19日（日）
13時受付開始　13時30分～15時

　場所／プラムカルコア４階　多目的ホール
　内容／ちょっとしたお楽しみ＆わたなべ美穂の県議会報告

新春の集いの開催
今からスケジュール調整を
お願いします
今からスケジュール調整を
お願いします

新年あけましておめでとうございます。

わたなべ美穂です！
県議会議員
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わたなべ美穂
後援会会長挨拶

あたらしい年に
なりました

あたらしい年に
なりました



那珂川町に児童自立支援施設「福岡学園」があります。ここでは主
に不良行為を行った児童を平均１年間預かり、社会のルールやマ
ナーを含めた基本的な生活習慣などを身につけさせ、自立を促して
います。現在この施設に入園している児童の７割強が知的障がいな
どを抱えていますが、専門性のある職員の配置が進んでいません。
また、建築物の設計上の問題などで児童への見守りも不十分な状
況です。この施設は児童が犯罪に手を染めない為の最後の砦です。
まだ行かれたことのない知事に視察していただく事を要望し、知事
からは今後も必要に応じて職員を充実していくという答弁をいた
だきました。

福岡県は刑法犯少年の
検挙補導者率全国２位

12月議会報告

「皆さんの声をお聞かせください！」

〒818-0125　太宰府市五条 3-4-38
わたなべ美穂 事務所あなたとつなぐ県政

電話：092（918）1121　FAX：092（918）1128 
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┫ ●議員は法律により年賀状送付が禁止されていますので、議会報告にかえさせていただきます。

10月現在、福岡児童相談所では18名の児童が保護されていましたが、個室が２部屋しかなく、
大部屋で男女が生活している状況です。近年の傾向として知的障がいなど課題を抱えた児童
の増加が顕著であり、特に都市圏において保護要請が増加しています。県としても実態は把握
しており、計画的な施設改修と併せて弁護士を含む専門性の高い職員の充実を進めていくと
いう回答でした。
また、虐待死で一番多いのは０歳児であり、この不幸な事件を防ぐためにも、平成31年度まで
に里親率を23％まで向上させるという回答でした。

福岡県教育委員会は来年度、今年度より100名以上多い新規採用を行い以降も毎年増員して
いくと発表しました。県では新規採用の先生方に対し200時間の校内研修と２週間の校外研
修を実施しています。この研修期間学校では担任が不在になる場合も多い事から、学校から
は不安の声が上がっています。
新規採用の先生方の中には10年～20年間講師として働き、担任などの経験がある方もおら
れ、そういう先生方については研修の在り方を見直す考えはないか質問しました。現状では難
しいものの、今後は検討すべきことだという認識を示されました。

全国の引きこもり者数は54万人で福岡では約22,000人と推計されています。しかし、これは15
歳から39歳までの数で、40歳以上の引きこもりについては調査が進んでいません。山形県な
どが実施した年齢の上限を撤廃した調査では、40代以上の引きこもり者が若年層と同程度存
在することが明らかになっています。中年以降の引きこもりはそのまま生活保護に直結する可
能性が高いことから、今後、県や市町村の財政に影響を与えることが懸念されます。
そこでまずは実態把握が重要ではないかと提案しました。前向きな回答は得られませんでし
たが、今後も引き続き課題として把握しておく必要があります。

決算特別委員会

教師の初任者研修の在り方

引きこもりの実態調査を！

児童相談所は今？
2016年10月25日～11月4日開催

３つの項目について質問しました


